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令和２年から
学校現場のＤＸに取り組む

弊社は北見市教育委員会様と令和２年９月より業務委託

を受託し、GIGAスクール構想に基づき、端末の整備からク

ラウドサービスの設定、各アプリケーションの選定や設定

に携わり、環境構築に取り組みました。

環境が整ったタイミングで市内小中学校37校の教職員様

を対象にChromebookの使い方とアプリケーションの使い

方の二回に分けて巡回研修を実施し、学校のICT担当者様に

はアカウント管理、WebサイトやYouTubeなどの閲覧管

理（フィルタリング）など管理者向けの集合研修を実施し

ました。
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巡回研修にて用いた教職員向けの研修テキスト。 （全２回）

GWSの使い方から始まり、北見市教育委員会様と検討を重ね

て選定した授業支援アプリとドリルアプリの研修テキスト。

配布資料より抜粋
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学校管理者・ICT担当者向けの研修テキスト。 （全２回）

情報モラルと情報セキュリティーの研修、アカウントの操

作やWedフィルタリングに関する研修。

配布資料より抜粋 4



トラブル対応マニュアル。

Chromebookや各アプリに関するトラブル対応手順や端末

の修理に関する手順。

配布資料より抜粋 5



令和3年
コロナ対策と端末の持ち帰り

令和3年は7月末から委託業務を受託し、Chromebookの利

活用向上を狙い、アプリの研修会を実施。

様々な課題をタスクリストにまとめ進捗管理を実施。

学校からChromebookの映像を教室の大型モニタに表示し

たいという意見を伺い、Chromecastを用いた方法で授業支援

をする。

コロナ禍で学級閉鎖や学年閉鎖を想定し遠隔授業をできるよ

うにサポート。

端末持ち帰り時にドリルアプリを利用できるように設定。

年度末に実施する年次更新タスクリストを作成し、スケジュー

ルに沿って学校・市教委・弊社にて作業を実施。
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タスクリスト

課題の可視化を行い、進捗状況を確認しながら課題を解決していく。市教委との定例会議にて

課題があれば順次追加し、解決に向けて取組む。

一部抜粋
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年次更新タスクリスト

各学校での作業や市教委の作業な

どスケジュールを決めてアカウン

ト更新の作業をすすめる。

一部抜粋
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令和4年
ヘルプデスク設置と
ポータルサイトの開設
令和4年は4月から委託業務を受託。ヘルプデスクを設置し

て、保護者向けの専用ダイヤルと教員向けの専用ダイヤルを用

意。

ポータルサイトを開設し、FAQや連絡事項、問い合わせ

フォームを設置。

各学校よりアプリの利用希望が増えてきたため、申請書式を

作成し、希望するアプリが利用上問題ないか等の検証を弊社で

実施し、問題がなければアプリを許可するフローを構築。

学校行事のYouTubeライブ配信を希望する学校が複数あり、

必要な機材や配信方法を検証・整理・マニュアル作成を実施。
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ポータルサイトの開設

Google Siteを使って「お知ら

せ」、「トラブルFAQ」、「お問

い合わせ」、「各種資料」を用意。

ポータルサイトへのアクセスは北

見市のドメインでログインしてい

るユーザーに限る。ただし児童・

生徒はアクセスできないように

ユーザーポリシーで制限。

ポータルサイトのトップページと

お問い合わせフォームの画面
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トラブルFAQと公開資料の画面

これら以外にツールやリンク集も

用意し、サイトの編集は弊社や市

教委様で可能。
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YouTube配信

学校行事をYouTubeでライブ配

信を行いたいという学校が複数あ

り、配信までのルールやマニュア

ル作成。

授業参観、入学・卒業式、学芸会

等のシーンを想定し配信機材を

使って検証を実施。

令和5年度は実際に学校の協力で

体育館でテスト配信を実施。
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令和5年
学校DXの推進と学習Eポータルの利活用

令和5年の業務内容として、昨年度からの継続作業の他に各学校の更なる端末利用向上

を目指すサポートを実施する。

また、昨年度末までに構築した学習eポータルとMEXCBTの各学校での対応が必要と

考え、サポートを実施する。
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今後の課題
【課題１】導入している既存のGIGA端末の修理対応

整備した端末も来年の3月で3年が経過する。毎月、市教委様より端末の修理手配前に一時的に預かり、動

作確認をしているがほとんど有償修理対応という実態があります。

【課題2】著作権の取り扱い

市教委様はSARTRASに保証金を支払っているため、学校現場は著作権料を気にせず著作物を扱えますが、

教職員の中には無償と誤解されている方もいます。あくまでも制度の条件を守る必要がある為、研修会な

どで理解を深める必要があります。

【課題3】教員向けの情報セキュリティ教育、児童生徒向けの情報モラル・デジタルシティズンシップ教育

GIGAスクールが学校現場に浸透し、ICTの活用が進むにつれ、ICTを使う側の意識が重要になっています。

教職員向けの情報セキュリティ教育、児童生徒向けの情報モラル・デジタルシティズンシップ教育は継続

的に実施する必要があると考えています。
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ご清聴ありがとうございました
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